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放射線･放射能･放射性物質とは 
● 電球 ＝光を出す能力を持つ 

ベクレル（Bq） 
 ▶ 放射能の単位 

ワット（W） 
▶光の強さの単位 

光 
ルクス（lx） 
▶明るさの単位 

シーベルト（Sv） 

 ▶人が受ける放射線 
  被ばく線量の単位 

放射線 

● 放射性物質 = 放射線を出す能力（放射能）を持つ 

換算係数 

はじめに 

※ シーベルトは放射線影響に関係付けられる。 

　放射線、放射能、放射性物質について整理してみます。
　どこの家にもある電球は光（明かり）を出す能力があります。その能力を「ワット」
という単位で表します。その光を人は受け取り、明るさとして感じます。その時の単
位が「ルクス」です。
　よく耳にするベクレルとシーベルトという放射線に関する単位もこの関係に似てい
ます。例えば、岩石などが放射線を出すとき、この岩石を「放射性物質」といいます。
放射性物質は放射線を出しますが、その能力を「放射能」といいます。「この岩石は
放射能を持っている」、「この岩石は放射線を出す」という表現を用います。この岩石
の持っている放射線を出す能力の大きさを「ベクレル（Bq）」という単位で表します。
その受けた放射線で、どれ位の影響を受けるかを知る際に必要な放射線被ばく線量の
単位として、「シーベルト（Sv）」が使われます。「Bq」から「Sv」を求めるために
は特有の換算係数があります。
　放射能（ベクレルで表した数値）が大きいほど、放射性物質からたくさんの放射線
が出ていることを意味しますが、被ばく量（シーベルトで表した数値）は放射性物質
と被ばくする人の位置関係によって変わります。放射線の強さは、放射線を出してい
るものから近ければ強く、遠ければ弱くなります。明るい電球であっても、離れた所
では暗いのと同じです。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響

１
　
は
じ
め
に

2

放射線と放射性物質の違い 

放射性物質 

放射線は 
体に残りません 

放射性物質は 
 そこから放射線を 
      出します 

放射性物質が体に入ると、 
体に残ったり 
移動したりする 
ことがあります 

放射線 

放射性物質 

放射線 

はじめに 

 この液体には 

 放射能 
  （放射線を出す能力） 

 があります。 

　放射性物質とは放射線を出す物質のことです。例えば、「この水は放射性物質を含
んでいる」といいます。放射能という言葉は、放射性物質と同じ意味に使われること
もありますが、自然科学分野では放射線を出す能力の意味に使います。
　密封された容器に放射性物質を含んだ水が入っていた場合、容器から放射線は出て
きますが、放射性物質は出てきません。もしふたのない状態で放射性物質の入った水
が置かれていたら、こぼれるなどして放射性物質が広がっていく可能性があります。
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